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 昭和55年から新築工事やリフォーム工事、住宅設備のメンテナンスを担当させ

ていただいているお住まいをご紹介させていただきます。 

 「すまい造りメール」第227号でご紹介させていただいた、既存の玄関ドアを外

壁、内部の壁や天井を傷つけることなく、取り外しから設置まで一日で完了する

「1dayReform」です。 

「前略 おせわ様。その後いかがお過ごしですか。」 

Enjoy HOME「一八の法則」 

 バリエーションが増えた型式から片袖飾りランマ付き中桟付き

ポスト付きタイプのドアをお選びいただきました。「新しいドア

で、鬼は外にそして福を招き入れました」

という感想をいただきました。 

 「劇的な」リフォームではないかも知れ

ませんが、ビフォアー、アフター、さらに

そのアフターまでお手伝いさせていただ

きます。 

よこすか文学館
ぶんがくかん

 
 

＜63＞ 

難病による闘病生活の中

珠玉の作品を作り続けた

横須賀出身の俳人折笠美

秋（おりかさ･びしゅう

1934-1990）の作品

を紹介します。 

美秋の俳句には、家族の

こと、あるいは自身の闘

病生活のことを詠んだ句

も多数ありますが、一方

で、伝統的な有季俳句、

すなわち季語を読み込ん

だ句もあります。掲句も

そ の 1 つ。雁 は 渡 り 鳥

で、秋に北から渡来し、

春に帰っていきます。古

典和歌でも春の歌として

「帰る雁」を詠み、俳句

でも春の季語です。句意

は、故郷に帰っていく雁

は、別れの涙を流してい

るのか、涙を見せないよ

うに、振り向かないで飛

び去っていく、というこ

とでしょう。

Amappo 

 う 

 

創刊 2002.4.1. 

皆様のご愛顧、ご愛読に感謝申し上げます 

創業 1960.1.20. 
 Next100Next100Next100 

♪Here Comes The Sun 

洗足学園中学高等学校  

   教諭 中島正二 

燈明埼付近の砂浜 

046(866)2018 
引き続き1都3県には 

緊急事態宣言が発出されていますが 

当店でも一日も早い収束を願って 

期間中は右記の通り時短営業とさせて頂きます 

今後とも政府や自治体からの要請を遵守して 

営業して参りますので 

皆様のご理解とご協力を心よりお願い申し上げます 

営業時間の変更については随時ホームページの 

「お知らせ」にて更新させていただきます 

これからも感染防止対策を強化しつつ 

皆様に「一八」の味をお届けしたいと思います 
（「酒蔵一八」ホームページより抜粋） 

   ★営業時間（定休日 月） 
      火～金 17:00～20:00 
        土･日 16:30～20:00 
  （ラストオーダー 酒類19:00 料理19:30） 

 

 

一八の法則 

３ １ ８ ＝ ５ ６ ７ ÷ ３ － ３ 

「酒蔵一八」はこのコロナ禍において３つの密を避け除することで 
 毎日楽しい餐を提供させていただきます 

 お家で本格的なオードブルが楽しめます。酒蔵一八さんの人気 

メニューを盛り合わせたテイクアウト用のオードブルが好評です。 

今回は、①だし巻き玉子、②一八流フライドポテト、③ちくわの 

磯辺揚げ、④海老マヨ、⑤とり唐揚げ、⑥マカロニサラダ、⑦枝 

豆の7品の3～4名様用で、スペシャルプライスの3,000円（税込）です。  

 「当日の午前11時までにご予約ください。その他、お持ち帰り可能なメニュー

のご注文も承ります」（店長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      （すまい造りメール第21号参照） 

検索 一八 追浜 

いっぱち 

いっぱち 



横須賀製鉄所物語（製鉄所建設の協力国）＜73＞ 

 52年11ヵ月の間、都市政策を中心に横須賀市の発展に寄与され、最後の8年間は2期に亘り、横須賀市助役とし

て活躍された井上吉隆氏に横須賀製鉄所についてお話しを伺いました。 

— ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ — ・ —   

 徳川幕府が小栗上野介の建議により、製鉄所・造船所の建設を決定しましたが、これに反対するものも少なくは

ありませんでした。当時先進国で最大の造船国であったイギリスは、日本に大型船を建造する造船所が出来るはず

がないとの声を上げます。このイギリスの主張に長州藩、薩摩藩が同調します。そして、徳川幕府においても江戸

城内部で喧々諤々の議論が噴出して多くの藩主が造船所の建設に反対しました。その理由として「幕府財政が困窮

している中で大規模事業を実施すべきではない」「製鉄所・造船所の建設をする余裕があるならば、それを倒幕を

求める勢力に対し力を注ぎ、その勢力の解消に利用すべきだ」などの意見が江戸城内に沸き起こっていました。 

 そうした折、佐賀藩主鍋島斉正は、大型船を建造するためオランダから購入した機械類を、佐賀藩独自の力を

持って造船所を建設することは不可能と判断し、買い求めた全ての機械類を徳川幕府に献納することになりまし

た。幕府はこれを受けて、工場の建設に着手することにして、工場建設場所の現地調査を実施しました。そして、

相州三浦郡長浦湾が適地と判断しました。 

 小栗上野介は、工場建設についてどの国に協力を求めるか考えました。自ら実際に稼働していたワシントン造船

所を見て、その素晴らしさにアメリカを考えましたが、丁度アメリカでは南北戦争の最中でもあり、とても日本へ

の協力を求めることは出来ませんでした。次に考えられるのは、造船大国であるイギリス

ですが、イギリスは日本の造船所建設には反対の立場なので協力を求めることは出来ませ

ん。そして、一番日本との関係が深かったオランダですが、オランダからは艦艇の譲渡ま

では協力出来るが造船所建設の協力の余裕はないとのことで、小栗上野介は頭を悩ませて

いました。そうした折にアメリカから購入した軍艦「翔鶴丸」の故障により、横浜に寄港

していたフランス軍艦に修理を依頼すると快く引き受け、その修理は完全なもので担当し

た船員の対応も友好的なものであったので、フランスに製鉄所建設・造船所建設の協力を

求めることにしました。 

                           （元横須賀市助役 井上吉隆） 

すまい造りメール 第228号 http://www.sano-k.net/ 

お問い合わせ 

 住まいに関する皆様の疑問や質問、お知らせしたいことや情報などがございましたら、ご連絡ください。郵送の停止を希望さ

れる場合や、バックナンバーを希望される場合など、ご遠慮なく、お申し出ください。 

 尚、ホームページより「すまい造りメール」創刊号からのバックナンバーをはじめ、追浜周辺の地図「Oppamap 2021」A-9歩

ZONE版（永久保存版）を（Blog「Oppamap2021」より）ダウンロードすることができますので、是非ご活用ください。 

 皆様の「快適な暮らし」のヒントになることができましたら幸いです。  

     〒237-0068  神奈川県横須賀市追浜本町1-25 有限会社佐野工務店  
                TEL 046(865)4010  FAX 046(865)6139 

検索 すまい造り 

     「横須賀製鉄所物語」は、幕末の1865年（慶応元年）、江戸幕府の勘定奉行小栗上野介の進言により、フランス人技師フラン 

     ソワ・レオンス・ヴェルニーを招き、横須賀製鉄所（造船所）として開設され、その後明治新政府に引き継がれ、1871年に完 

     成し、日本の近代化に大きく貢献した横須賀製鉄所を史実に基づきさまざまな角度から再考察することをテーマとしています。 

ものづくりの伝統と情熱 

江戸城富士見櫓 

（皇居東御苑） 

 「伝統建築工匠の技 木造建造物を受け継ぐための

伝統技術」がユネスコ（国連教育科学文化機関）の無

形文化遺産に登録されることが決まりました。宮大工

や左官職人らが古くから継承してきた17分野の技術の

価値が世界的に認められ、能楽や和食などに続く国内

22件目のユネスコ無形文化遺産となりました。 

無形文化遺産に登録された選定保存技術 

建築物修理/建築物木工/檜皮葺（ひわだぶき）･杮葺（こけ

らぶき）/茅葺（かやぶき）/檜皮採取/屋根板製作/茅採取/

建造物装飾/建造物彩色/建造物漆塗/屋根瓦葺[本瓦

葺]/左官[日本壁]/建具製作/畳製作/装潢

（そうこう）修理技術/日本産漆生産･精製/縁

付（えんつき）金箔製造   
（参考資料:日本経済新聞/けんせつ通信ほか） 

 横浜港・山下ふ頭に「動くガンダム」が登場しまし

た。人気アニメ「機動戦士ガンダム」の「実物大」を

動かすプロジェクトです。このプロジェクトはそれぞ

れの分野で第一線で活躍するエンジニアたちの情熱と

日本の技術を結集した夢のプロジェクトで、横浜市と

連携し、ミナトににぎわいをもたらそうと地元企業な

どが多方面で参加しています。 

 会場へのアクセスはマリンタワー側の山下公園から

入場できます。公開は2022年3月31日までで、入場

料は大人（13歳以上）1,650円、7歳以上12歳以下

1,100円で特設観覧デッキは別途

3,300円となっています。 

 18mの動くガンダムは圧巻です。 
              （参考資料:神奈川新聞ほか） 
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